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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

東京都東久留米市内にあるデイサービスセンター・マザアス氷川台は一般型デ

イサービス定員50名の大規模型通所介護事業所です。 

ご利用者のニーズに応え、今年度から利用時間拡大サービスの実施、趣味活動

の多様化に取り組んでます。

《１．研究前の状況と課題》 

○状況 

運営開始から 18 年が経過し、床(カーペッ

ト)や天井・壁の汚れやひび割れが目立つよう

になり、ご利用者から床の汚れなどを指摘さ

れる事が多くなってきていた。 

デイルーム内の棚などの配置・環境がご利用

者の出来ることまで職員が行ってしまう状

態を作り、自立支援の妨げになっていた。 

○課題 

１・床材がカーペットのため食べこぼしなど

の汚れが落ちないままで清潔感がない。 

２・棚などの配置やデイルーム内に物が溢れ

ご利用者がご自分で動きやすい導線が

確保出来ていない。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

設備を新しくするだけでなく、棚の配置など

の環境を変え、ご利用者が動きやすい導線を

確保することで、ご自分で上着をハンガーに

かける、手荷物をロッカーに入れるなど自立

支援につなげる事を目指した。 

さらに自立支援の取り組みを続けることで

職員が声をかけ行っている日中の塗り絵や

脳トレなどの作業提供をご利用者が自ら選

び、必要な道具を準備して作業に取り組むよ

うになるなど、ご利用者が主体となって活動

していただけるようなデイサービスになっ

ていくこと目標とする。 
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《３．具体的な取り組みの内容》 

○取り組んだ期間は 2011 年～2013 年 2

月。 

○ご利用者の自立支援につながる環境づく

りを行うため、認知症高齢者への環境支援

指針(ＰＥＡＰ)を活用しＰＥＡＰの６つの

ステップに沿ってデイルームの環境改善

に取り組んだ。 

○環境の点検を行うため、職員一人一人がデ

イルームの環境で良いと思うところや、悪

いと思うところを写真に撮り、持ち寄って

意見を出し合い、ご利用者にデイルーム環

境についてのアンケートを行って、実際に

利用されている立場から見える環境の問

題点を探った。 

○床の張り替えを行う。 

○棚などの配置変更。 

○デイルームに大型ＴＶを設置。 

○ご利用者が自由に憩い交流することが出

来る談話室を設置。 

○有料プログラムの導入。 

《４．取り組みの結果と考察》 

○職員各自が「床が汚い」「物が溢れていて

雑然としている」など環境に関する意見を漠

然と持っていたが、ＰＥＡＰを活用すること

により、環境を改善するための道筋がより明

確になった。その為、職員全体にデイルーム

の環境においての課題を共有する事ができ

た。 

○ご利用者にアンケートを行ったことによ

り、職員だけでは気づかない点に気づかさ

れた。例えば、床材に関して職員はフロー

リングが良いと考えていたが、ご利用者の

中には汚れやすい素材ではあるが絨毯の

ような高級感のあるものが良いという意

見もあった。立場の違いなどにより、意見

が違う事を改めて気づかされた。 

《５．まとめ、結論》 

○限られた広さのデイルームの中でご利用 

者の動きを想定し、棚などの配置を変え、 

既存のスペースを活用したことにより、ご利

用者が自ら動く広い導線が確保された。

その結果、一日を通してご利用者がご自分 

で歩く機会が増え日常生活のなかで身体

機能の回復を行う生活リハビリへの取り

組みの機会ができた。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究発表を行うにあたり、ご利用者

の写真や動画は本研究発表以外では使用し

ないことをご家族に口頭にて確認し、了解を

得た。 

《８．提案と発信》

自立支援の取り組みを今後も継続しデイサー

ビスに通うことで生活リハビリの機会になる

ような仕掛けづくりをこれからも行っていき

たいと思います。 

【メモ欄】


